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“がまださなん”熊本！
※「がまださなん」は熊本弁で「がんばるばい（がんばるよ）」の意味

　7月28日午後4時27分ごろ、熊本県で最大震度7を観測したマグニ

チュード（M）7.1の地震は、横ずれ断層型の直下型地震でした。

　長崎県でも強い揺れを観測し、諫早市では「動けないほど激しかっ

た」ようです。島原市の眉山では広範囲の「表層剥離」が報告されて

います。

そんな大変な状況の中 頑張った、皆さんにインタビューしました。

シティ　ヌルハヤティさん

① 地震のとき、何をしていましたか

地震が起きたときは、休日だったのでアパ

ートにいました。ちょうどお祈りを終えた

ところでした。

② 何が一番困りましたか

一番困ったのは、地震が起きた後も「また

大きな地震が来るのではないか」と不安

で、落ち着かなかったことです。

③ どんな助けをしてもらいましたか？

周りの方から声をかけてもらったり、心配

してもらったりしました。

④ どう思いましたか？

今まで経験したことがないくらい大きな地

震だったので、とても怖かったです。初め

てこんなに大きな地震を経験して、地震の

怖さを改めて感じました。

社会福祉法人御陽会　介護

＜被害＞

２件のグループホームが被災し、使用できなくなりましたが、本館やほか

の施設が大丈夫だったのでそちらで対応しています。

＜取り組み＞

支援物資配布の拠点になったので被災した社会福祉法人にボランティアで

配達しました。

宇城市の社会福祉法人の施設が使用不可になったとのことで、半分の利用

者を引き受け、建物の改修が終わるまで施設を提供することにしていま

す。

＜大変だったこと＞

法人の施設が被災し、各利用者さんの部屋の片づけも含めたくさんすべき

ことがありました。

支援物資の管理、限られた職員の中で、時間を問わず、搬入される物資の

引き受け・仕わけなどを業務以外で行ったため通常業務に支障が出るほど

でした。

＜外国人がいてよかったこと＞

震災当日、施設内の片づけを手伝ったり、夜勤を急遽してくれたりしたの

で助かりました。

近くに住んでいることに加えて、単身なので、施設の片づけに専念するこ

とができたようです（業務外でも飛んできてくれた）。若いし体力もあるの

で倒れた棚などもすぐに戻してくれたので頼もしかったです。

日本人の職員は家族のサポートや自宅の片づけでも疲れていたので外国人

スタッフが力を発揮してくれました。

インドネシアのエギ君は「洋服三枚しかないから片づけもないよ」と言っ

て手伝ってくれたとのことです。

事務長　橋本さんより



社会福祉法人十百千会
（熊本県下益城郡）

事務長　樹本さんより

1．あの日から

日常の生活が一変する中、職員自身も被災し、不安を抱えていました。

それでも、利用者の皆さんの生活を守るため、安全確認や片付け、ライフラインの確保など、一つひとつ復旧に

取り組みました。

濁水により入浴や食事、洗面などにも影響が及び、厳しい状況が続きましたが、職員同士が支え合い、利用者の

皆さんとともに困難を乗り越えていきました。

2．支えてくれた人たち

　復旧の過程では、地域の方々や関係機関からも、多くの支援と励ましをいただきました。

外国人職員も被災しながら、利用者の皆さんや仲間のために復旧作業や支援に力を尽くしました。国籍や言葉、

文化の違いを越え、互いに支え合う姿は、法人全体の大きな力となりました。

　「一人では乗り越えられないことも、支え合えば乗り越えられる。」

　今回の地震を通して、そのことを改めて実感しました。

3．今度は、私たちが支える

　今回の地震では、隣市の障害者支援施設も被災し、建物が使用できない状況となりました。地域の福祉を支え

る法人として、法人所有の建物を復旧までの一定期間、使用していただくこととしました。

　自分たちが多くの方々に支えていただいたように、今度は私たちが誰かを支える。

　「困ったときは、お互いさま」という思いを胸に、地域のつながりを大切にした支援を続けていきます。

4．そして、これから

　少しずつ復旧が進み、施設には利用者の皆さんと職員の笑顔が戻ってきました。

　地震は私たちから多くのものを奪いました。一方で、人と人とのつながりや、支え合うことの大切さを改めて

教えてくれました。

あの日からいただいた支援と温かい励ましを忘れず、この経験をこれからの支援と災害への備えに生かしていき

ます。

　「支えてくださったすべての皆様に、心より感謝申し上げます。」

　これからも、地域とともに。

利用者の皆さんの笑顔と安心を守るため、一歩ずつ歩んでいきます。

社会福祉法人十百千会　技能実習生

タァッ　ズィン　ドゥーさん

①地震のとき何をしていましたか？

地震が起きた時は仕事中で、トイレの掃除をして

いました。

②何が一番困りましたか

一番困ったことは停電したことです。電気がない

ので、晩ごはんの準備がとても大変でした。

③どんな助けをしてもらいましたか？

夜も余震が続いていましたが、近所の方から蚊取

り線香やお水の助けをいただきました。

④どう思いましたか？

人生で初めての経験だったので、とても怖かった

です。

― 支えあう力、つながる想い ―



最低限入れるべき8点（最優先）
飲料水（1〜2Lを持ち出し袋へ） 
非常食（アルファ米・缶詰・栄養バーなど）

懐中電灯／ヘッドライト（予備電池必須） 
モバイルバッテリー（大容量推奨） 
携帯ラジオ（手回し・ソーラー式が理想） 
救急用品・常備薬（絆創膏・包帯・消毒液・処方薬）
現金（小銭含む）（停電時の決済不能に備える） 
重要書類のコピー（保険証・通帳・マイナンバー等）

非常用持ち出し袋

★日頃の買い物でプラスワンがおすすめ！
　（例）缶詰を１個買うところを２個買う
★日頃食べているものを災害時にも食べる
　方がストレスが少ない。

避難場所の確認

連絡方法の確認

室内外の安全確認

災害に備えましょう!!!

自然災害はいつ起こるかわかりません。会社や施設の方では対策されているかもしれませんが、
個人でも準備をしておきましょう！

いざという時のために、リュック
などに１つにまとめ、すぐに持ち
出せる所に置いておきましょう！

災害時に優先すべきことは、安全な場所へ逃げ
ることです。自宅から近い避難場所と、安全な
避難ルートをしっかり覚えておきましょう。あ
らかじめ地域のハザードマップで災害が起こっ
た時の危険性などを確認しておきましょう。

災害発生時、被災地域では電話が繋がりにくく
なります。家族の安否確認をする際には、SNS
など電話以外の通信手段を使ったり、NTTが運
用する「171災害用伝言ダイヤル」を利用したり
することもできます。それぞれの使い方を事前
に調べておきましょう。

大地震などの大きな災害が起きた時を想定し、
食器棚や本棚、洋服ダンスなどの大きな家具や
倒れやすいものは壁に固定しておきましょう。
また、屋根や窓、扉や壁に不具合がある場合は
早めに修理しましょう。

このQRコードのwebsiteから各言語の資料をダウンロードできます。
国土交通省防災ポータル/NHK/ニュース/気象庁災害ニュースを各言語で
閲覧できるコード付きです。



あるあるアウンくん！ わたしの行きつけ

　　　お勧めしてくれたのは、

長崎県の社会福祉法人ことの海

会の特定技能、インド人タマン

グ・ミングマ君です。ここのチ

キン南蛮、焼き飯、ハムかつと

串カツが美味しいです☺とのこ
とです！

 厚生労働省からのお知らせ

　最低賃金が上がります！
～答申での全国加重平均額は昨年度から56円引上げの1,177円～

厚生労働省は、都道府県労働局に設置されている地方最低賃金審

議会が答申した令和８年度の地域別最低賃金の改定額（以下「改

定額」）を取りまとめました。改定額及び発効予定年月日は別紙の

とおりです。

　これは、令和８年７月28日に厚生労働大臣の諮問機関である中

央最低賃金審議会が示した「令和８年度地域別最低賃金額改定の

目安について」などを参考として、各地方最低賃金審議会が調

査・審議して答申した結果を取りまとめたものです。

　答申された改定額は、都道府県労働局での関係労使からの異議

申出に関する手続を経た上で、都道府県労働局長の決定により、

令和８年10月１日から令和８年12月２日までの間に順次発効され

る予定です。

今回紹介するのは、長崎県大村市にある

居酒屋「海豚（いるか）」さんです！

お店の名前の由来は

「海のものを提供したい（海）」＋

「大自然で育った長崎ひかり豚（豚）」

とのことです。

長崎の地酒のラインナップも豊富のようです。

みなさまも是非お試しください！！！

・居酒屋　海豚

・ランチ　11：00-14：30

　ディナー17：30-ラスト

・〒856-0824

　長崎県大村市水田町587-1

　服部ビル１F

・090-5486-2069



ジャワ島とバリ島横断の旅Indonesia
2026年7月に視察に行ってまいりました。

参加法人様それぞれの目的が達成された

旅路、5件の送り出し機関を訪問しました。

目的ごとに参加区間を選んでいただいた

視察10日間のアルバムです。

バリ島の送り出し機関

K A R U N I A

ホ ス ピタリティいっぱいで

参加の子どもたちも

最高の夏休み

新幹線で片道 1 時 間

西ジャワにある

S E K A I

M S U T I K A

を 訪 問しました。

教育の質が

良い、さらに

日本人の駐在員

がいるから安心

という意見が

ありました。

片道６時間の車の移動をして、

現在雇用している実習生の家族

に会って心を届けました。

入国を待つ実習生とご家族の家で

J Y A T A Y U の 学 校で入国待ちの

人材とお茶会｛日本で会おうね」

カジュアルなお茶会でじっくりと

一次面接。人となりを垣間見れた

面接でした。

片道３時間走って、素朴な雰囲気の

A O I S O R A を 訪問。教育最優先

運営も信頼できるという感想でした。

入国を待つ実習生とのひととき

　　　　規律で有名な A T C に て



Welcome to
Japan

今期の入国データ
（８月～１０月）

特定技能　３人
技能実習　１４人

9/25　社会福祉法人悠光会様
特定技能２名インドネシア

10/29　株式会社トラネス様
特定技能１名ミャンマー

8/17　柿山産業有限会社様
技能実習生２名ミャンマー

9/14　社会福祉法人民生会様
技能実習生１名インドネシア

9/14　夏吉睦福祉会様
技能実習生３名インドネシア

9/15　社会福祉法人豊徳会様　　
技能実習生２名インドネシア

9/14　社会福祉法人長崎市
手をつなぐ育成会様
技能実習生３名ミャンマー

10/2　株式会社大東設備様
技能実習生２名バングラデッシュ

2026年9月2日長崎県大村市で生まれました。
ヴィちゃんです。

日本語名はゆきちゃん。

満開株式会社の高度人材
ダオ　バン　ハーさん

高見果樹園　特定技能人材
グエン　ティー　フオンさん

10/29　社会福祉法人
民生会様インドネシア
技能実習生１名

はじめまして　赤ちゃん
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